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議案配布に関する申し入れ 

 

日頃の県議会運営に対し心から敬意を表します。 

地方行政は二元代表制の下で行われています。県議会には、県行政を県民の立場

からチェックすることが求められています。その立場から日本共産党は、２０１５

年１月１６日に、議案運営に関する申し入れのなかで「議案の配布は、議会招集告

示と同時におこなう」よう求めて来ました。しかし、これまでは開会日当日の配布

となっております。合わせて一週間前に内示資料による説明がおこなわれていまし

た。 

ところが、２０１８年第１回定例会（開会日は２月２７日）に提案される予算案

等の説明会を、通例どおり議会開会一週間前の２月２０日に行うよう求めましたが、

開会日２日前（土曜日、日曜日は説明が受けられないため除く）の２３日でした。

さらに第２回定例会（開会日は６月１日）でも４日前の５月２８日でした。 

県議会が発行する「私たちの県議会」の冒頭、「県議会の役割」のなかに、「執行

機関の仕事が適正なものか、決められたとおりに進められているかどうかについて、

県議会は検査・調査をする権限を持ち、事務の内容について確認してい」ると記さ

れています。議員の検査権・調査権を保障することは、県民を代表する県議会とし

て適切な議決をおこなう上で欠かすことができません。 

よって、議会招集告示日に議案を配布するよう、県議会として執行部に強く働き

かけることを求めます。 


